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※中国新聞社の許諾を得ています 

 

  住民の観光振興を支援 

 

東部のホ市にあるガーナ

観光省の出先機関で、住民に

よる観光振興の取り組みを

支援している。赴任して1年

半余り。最も反響があったの

は、ごみ問題を引き起こして

いたビニール袋のエプロン

などへの再利用だった。 

上水道の普及していない

ガーナでは飲料水がビニー

ル袋に詰めて売られ、住民に

貴重な飲み水を提供する。だ

が、使い捨てられた袋が街角

に散乱していた。再利用の試

みは、ごみを減らし、観光客

への販売にもつながった。 

再利用で開発した商品はエプロンのほか、ポーチや通学バッグ。ビニール袋をよってひもにしたり、ミ

シンで縫い合わせたりして生地に変える。現地の布も使い、カラフルに仕上げる。ビジターセンターやホ

テルに並べ、観光客も住民も笑顔で買い求めてくれる。再利用に参加した住民の収入増にもつながって

いる。 

お土産の開発も住民と取り組んでいる。この地域の特産品であるバナナを活用してケーキやジュース

を作り、休憩所で売り出そうと計画中。また、ウォーキングマップや観光ロゴマーク作成など、住民から

出てきたアイデアを実現できた。 

担当している七つの集落ごと住民たちによる観光チームをつくり、お土産づくりなどを話し合ってき

た。チームメンバー以外の住民にも声を掛け、いっそう輪が広がった。集落を行き来しながら未開発の資

源を掘り起こし、住民も訪問客も笑顔あふれる観光開発を目指し支援したい。 

 

再利用のビニール袋やガーナ布の端切れでポーチをつくる住民と平田さん㊨ 


